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卵管内胚移植のための子宮鏡用カテーテルの開発
一組織学的評価お よびその臨床応用一

内容の要旨

北　村

　 体外受 精 一胚移植(lVF-EC}に お け る胚移植 あた りの 妊娠率 は、

20%前 後 と必ず しも高率 とはいえない。現在の標 準的な胚移植時期は

採卵後2-3目 目であn,胚 が移臆 され てか ら着床す る迄の2-3日

の時岡 差を解 消す る とともに初期胚 に とり体外環 境 に比べ 至適 であ

る と考え られ てい る卵 管環境 を生 かす ために卵 管移植法 が考案 され

ている。従来の卵管移植法は腹腔鏡下で経卵管采的 に施行 され てきた

が、子宮鏡下卵管胚移植 法(hysteroscopic　tubal　stage　transfer:n-resTJ

な どの卵管への経腺的胚移植法の砲立が盟 まれてい る。しか し、卵管

の内腔 にカテーテル を挿入 し、さらにその先端を正碗 な位 置に到達 さ

せる ことは困建 であると考 えられて きた。

　 本研 究では、本来 の受精の場であ る卵管膨大部へ 正確 に胚 を移植す

るためi"よ り細 く最適 な畏 さの先端 を持っ子宮鏡用 の新規カテーテ

ル を開発 した。次 に光学頬微鏡、透過型亀子顕微 暁及 び走査型電子顕

微鏡 を用 いてカテーテル挿 入が及ぼす卵管 の形態学 的変化 について

検尉 を加えた。さ らに、この新娩 カテーテル を用い た胚 移描の臨床成

績 を従来のIVF一・ETの成績 との間で 前方視的に比 較検肘 した。 カテー

テル操作の点か ら、カテーテル の形状 は先端 の一部 分を卵管挿入 に適

した細い径 とし、残 りの部分は優れ た操 作性 を持 つ太い径 を持つ もの

とす る必要がある と考 えられ、高い完全挿入 率 よ り先蟷3㎝ が細 く

なってい るものを新規カテーテルに選 択 した。光 学顕微鏡や走査型電

子顕微鏡に よる観察では、カテーテル挿 入後の卵 管内睦表面の線 毛細

胞 と非線毛細胞には変形あるいは欠緻 を認めず 、線 毛細胞の脱線 毛化

も認めなか った。透過型霞子顕微鏡に よる観察 では、カテーテル挿 入

後の卵管内腔衷面には損傷がない ことを示 した。 さらに、カテー テル

の挿入は卵管内睦上皮の細胞接着装 置や基底膜 に揖働 を与 えず 、ミ ト

コン ドリア数 に変化 を与 えない ことか ら卵管の構造 に損傷 を与えず 、

卵管の生体変化への影響 を及ぼ さない可能性 を示 した。色聚通 水検 査

の結果 より、子 宮外妊娠の予防のために移椀時の胚 をカテーテ ル内に

装填する際 の培養液量 を0.05mlと した。この新規カテー テルを用いた

子宮鏡下卵 管胚移植法(MTESTJで は、従来のIVF-Efに 比べ有 意に高

い妊i娠率、着床率 と低い傾 向の流産 率が得られ,n・1rESTの 有用性 が示

唆 された。以上の結果よn,本 カテーテル を用い るh・TESTiは難治性不

妊症 に対す る生殖補助医療技術 と して有用で あると考え られ た。

誠　司

輪文審査の要旨

　体外受 精 一胚 移植(lVF-ET)に お ける標 準的な胚移植時期 は採 卵後

2-3日 目であ り,着床 する迄の2-3日 の 時間差 を解消す る ととも

に初期胚 に とり至適 で ある卵管壌境 を生 かす ために卵 管移値法 が考

案 され 、子宮鏡 下卵管胚移植 法 〔MTEST)な どの卵管への経腔的 胚移

植法の確立が望 まれ ている。本 研究では、卵 管膨 大部へ正確 に胚 を移

植するた めに、先端3cmが 細 くなってい る子 宮鏡用 の新規 カテ ーテ

ルを開発 し、高い卵 管挿 入串 を確認 した。次に光学顕微鏡 、透過型電

子顕微鏡 及び走 査型電 子顕微鏡 を用い てカテ ーテル挿 入が及 ぼす卵

管の形態学的変化 について検討 を加 えた。カテーテル挿 入後の卵管内

腔衷面の線 毛細胞 と非線毛細胞 にお ける変形あ るいは 欠揖 、線毛細胞

の脱線 毛化 も誌 めず,透 過型 電子顕微鏡 による観 察では 、卵管内腔表

面には損傷 がないこ とを示 し、卵 管内腔上皮の細胞接着 装置や基底膜

にお ける損傷 、 ミ トコン ドリア数 の変 化が語 め られ ない こ とか らカ

テー テル挿入 は卵 管の生体変 化への影 響 を及 ぼ さない可能性 を示 し

た。この新規 カテーテルを用いたh・τESTで13,胚 移植 の臨床成績 を前

方 視的 に比較 検討す ると、従来 のIVF-ETIに 比べ有意 に高い妊娠率 、着

床 寧 と低 い傾 向の流産率が得 られ 、h・resTの 有用性 が示唆 された。

　審査 では、カテーテル挿 入に よる卵管上皮 の変化の様態 につ いて質

fuiがあn,線 毛が消 失す る様 な損傷 では基底 膜 まで破 壊 され るの で

は、とい う指簡が あ った。カテーテル揮入 による組織 変化 につ いての

綴告 は今 までに無 く、変性に よる上皮衷 面の線 毛、細胞 接着装 置や基

底膜 、細胞 内小器官 に変化 が生 じる可能性 が考 え られ る と回答 され

た。次に検体作成時間 に関 してカテーテル挿 入か ら検体作成 までに10

か ら30分 を要 したが 、短 時間 にその よ うな形 態的変化 を生 じるか との

指摘があ り、対 象が ヒ トで あn,検 体 作成時 間につい ては制 限がある

と回答 され た。また、カテーテル挿入 が及ぼす卵管の長期 問の形態学

的変化について指摘 があったが、新規 カテー テル と同様の カテーテル

挿入 による卵管形 成術後 の累積 妊娠 率が 術後1～2年 まで上 昇す る

との綴告が複数 あ り、臨床的 には畏期 間の形 態学的変 化は小 さい と考

え られ た。次に卵管走行の検討 にっいて質問 がなさn,カ テーテル挿

入 し易い卵管の有無 にっいて指摘が あった。大 きい子宮腔 や卵管挿入

困雌の症例 は除 外 してい ると回答 され た。

　 以上の よ うに、本研 究では さらに検肘す べき課題 を残 しているが、

新規 カテーテル使用 の卵管に対す る形 態学的 評価を試み 、隣容範囲内

であ る ことを砲認 し、 さらに この新娩 カテー テル を用 いたh・TESTが

難治性不妊症 に対す る生殖補助技術 として有用であ ると考え られ 、今

後の生殖医療 において有意義な研究 であ ると評価 され た。
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